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勲二等瑞宝章に叙せらる二画

十一月三日文化の日会長関谷健哉先生は。多年の船員教育に尽力され

た功績により。勲二等瑞宝章の叙勲を受けました。会員一同心からお祝い

申し上ます。12月4日関東支部懇親会の席上協会より記念品を贈呈し

ました。

油壷導灯小網代灯標完成

油壷記念碑基金として会員候補生の皆様よりの鱸出金により。こ上に灯

標の完成を見ました。設計建設に当り三管本部灯台部の皆様のご協力を深

謝します。

'、小網代崎灯柱2､諸磯湾導灯(員児雑｡30,）
（ｲ）灯高（地上高）7m2～1前灯

（可 灯質白色不動 （ｲ）灯高(地上高）4加

（可灯質緑色不動
（,）光力1,000cd

㈲光力400cd
N｡55｡09I"11

㈲ 位置No55o O 9 ' 0 8 1 1E;13156'3'!(=)位置
Eo159o37'0511

2～2後灯

（ｲ）灯高（地上高）6加

や）灯質紅色不動

㈲光力250cd
N、3500910ス511.

㈲位置
E｡159｡57'"I1
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小綱代湾内に灯標を設置した

小網代湾内の最奥部（造船所附近）に三角の紅灯を設置した。小細代崎

灯標の完成と相まって、夜間小網代湾内へ進入が容易になったJこの灯標

は小網代フリー一iの資金により建設されたものですロ位置は正確に出てい

ません。
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灯 標の概位

戸

赤色三角灯（夜間自動点灯）
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再堅
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無線雷話について雷波監理局と折衝

大島レース以来電波割当について、目!l武常務、閉山理事が郵政省電波

監理局と交渉して来ましたが、去る’1月’5日飯島専務、則武常務、

横山理事、麻里主事帯同して赤塚航空海上課長他4氏と会同を持ち、2ノ

MO(DSB)1W、27M(SSB)5W～10W、又はチタ二世号で話

題になった2MO帯について懇談した。

電波割当については明るい見瓶しであるが、割当られた后の某姉局開

設については経常的な費用を必要とするので会昌全員と慎重に協議した

い‘詳細は12月4日懇親会席上にて説明しますu

猶11月’′日日本ヨット協会に於て、小沢副会長殿｡lll本理事長殿

と会同を持ち、江の島に基地局を持つ158MCの無線雨話の使用につL、

て、協議し、NORgの会昌でクルージング等に出られる方は子局を借

用すると便利と思います。

細部は本部へ問合せ下さい。

SEACROWN(芦田等氏）の美挙

旧聞になりますが去る9月26日一癖の封書が本部に届きました。そ

の全文を掲載しますc

拝啓騒がしかった夏も過ぎ海はもとの静かさをとりもどそうとして

います‘，貴N｡O_Rog.の活溌な御活躍を私も陰ながら喜んでおりま

す。

私は数年前からデインギ－で、江の島周辺の海を楽しんでいる者です‐

天候については私なりに注意をLて今までは危い目にも逢はずに過して

参りました。しかし今日は、天気図も確かめずにポカポカした陽気にさ
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そはれて江の島の南約6粁位の所で引釣をしておりました．正午過ぎ北方

から突風に襲はれ釣糸をとり込むひまもなく必死に江の島へ帰りはじめま

したが、その時の心細さは例えようもありませんでした。

N｡O｡R｡dのクラブ旗をはためかせたSE;AOROWNがそぱえ来て

Fさったのは、此の様な状態の時でした。百万の援軍を得たような気で江

の島までのエスコートを御願いし、なおしばらく頑張りましたが波とシー

トの重みに耐えかね遂にあきらめて曳航していただき私はSEAcROWN

に移りました。大船に乗るとは正に此の塒の私の気持を現はしたもので、

クルーザー-の頼もしさをこれ程感じたことはありませんでした（とは云う

もののクルーーザーに乗ったのは今回が初めてなのですが）。

今、今日の出来事を反省しながら此の手紙を書いていますが、大変な迷

惑をおかけしたSEAOROWNの皆様に申し訳なく思うと同時に感謝の

気持で一杯です。

改ためて御礼を申し上げたいのですが御名前を教えて下さ、、ませんでし

たので貴N_O｡R｡0よりSEAOROWNの皆様に私が心から御礼を申

していたと御伝え下されば大変嬉しいのですが、

私もこれらら油断することなく恐はがることなく海を楽しみたいと思っ

ております。

SEAOROWNをはじめ貴N｡O｡R｡Cの御発展を期待しつつ筆をお

きます。

右御礼まで。

昭 和 4 0 年 9 月 2 6 日

日本オーーシヤンレーシングクラプ殿
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早速則武常務理事は三管本部へ報告、表彰方を上申しました。

第 2回ケルーザ教室報告

既報第2回クルーーザ教室は20名の定員を満員にて開講、10／'7座学。

10／10，10//17の2回乗艇実習を行った堂実習生はNUROクルーー

ザに見習乗紺を希望していますから会昌のご協力をお廓します。

受講生氏名、住所は本部にありますからお問合せ下さい。
へ

第2回クルザザー教室収支計算書

(収人）（支出）

摘要 金額 ｜摘要 令額

受講者会費（19齢） ’800100’80010095,000100 講習費

（内訳）

教室借料2β00

講師

受講者）会食費加00
実習費

（内訳）

使用艇借料あ000

（4隻）

船艇管唾謝金ろpOO

臨侍艇長謝金5000

（5名）

雑費1β00
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「66’海のカレンダー」の購入斡旋について

財団法人平和の海協会発行、海上保安庁水路部監修

定価￥550を特価￥500（〒実費）です。

実物見本は関東支部と本部にありますJ至急お申し込み下さ、､。

新 入 会 員

5”;’沖尚武｜東京都足立区神明町45

錨躍'中川靖郎｜′愁甥蝋子2

55,‘#笠井”語割綱粥鰯鼠

55"1罫握郵I横塀蹴瀞丁§-179

住所諺電話番号変更

千葉大学工学部印
刷工学科

千葉大学学生

滝之屋商事部
（251）"6618

油つぼ｜くるしを

〃
〃

横浜’のLぶちやん

蕊辮！”|小網代

悪~|霊禾礼三｜渋谷区神宮前2の2の51外苑ヘウ…↑（403)1038

2265’吉田義明；（0423）62－－50”（茎旙先》

2蕊，名当英臣I（772）4627自宅

537Z星野利一I（752）0279自宅

1204河原昭三；（045）20－4844中LL呼出

552う金子武男｜墨田区京島5丁目58－14

蕊81近藤頑之！文京区千駄木5丁目fの9講談社々宅16号

55“｜三浦三生山形市十日町4－6…49NHK山形放送局

5109i犬伏一一郎｜犬伏商事KK千代田区丸の内5の4第三東京ビル
930号室（211）7071

44721岸靖人i名古屋市千種区丸山BT5-60水野久直方(751)9”ろ

---.6--
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常務理事

副 会長

4012

則 武 勝 馬

秋田博正

渡辺修治

野 村清

前田勉

前 田 洋 介

（045ノ88－8980自宅番号変更

Ⅱ興産業<K東京営業斬中央区西八丁堀3の20
（永井ビル）（551）07535山5

(216)40514055（勤続）丸ビル306壁

鎌倉市笛田大久保4ﾉ6

横浜市余沢区ﾒﾄﾄ鵬町167寺田武司方

世圧浴区下馬町'丁目!00静荊莊:大口製本印届榊鰡

3374

2516

苗

4504

へ

●

会員種別変更

候補生より普通会員へ

4488浅野英武（40.10．20）神洲

普通会員より特別会員〆鴦

3402中島伸之（40．10．1）くるしお

特別会員より普涌会昌一莞

_7042工藤典夫（40．10．1）くろI/"

脱会

2336木村安夫(40｡927)AOLELEI

3586塩谷嘉男（40．，27）のぷちゃん

１

1

1

へ

一

初 島レース報告書

炉

初島レー‐ス委員長石原慎太郎

9月24日（金）台風26号（中心気圧990"zb)が南大東島のNE

2ｱ0Kの海上にあってNNEに進みつふあり。小型台風ではあるが本

土に接近すれば海上も相当に風波が強まる見込、明日夕方頃より次第に

風雨波浪共に強くなりそう．。、≦以上の如き予想される。

-‐7‐‐



1100第三管区海上保安本部よりレーースについて延期又は中止

する様勧告を受ける。

1500帆走委昌長と飯島専務理事の話合、によりし－スを一週

間后に延期する旨、山本委昌より連絡あり、直に各レース参加艇に

伝達する

i0月1日（金）今年最大と云われる台風28号（中心気圧925mに）が

硫黄島のE、約300Kの海上にあって毎時25Kの速度でNNEに進み

つ』あり、

10月2日（士）台風28号は烏島の南東海上をN又はNEに進みつ上あ

り、従って本土接近は避られるもこの分で行くと2日夜半には房総沖を通

過するが台風が大きい為、風雨波浪共に強くなる兄込・

直に横浜海上保安部へ電話連絡する。

0930八丈島最大風速50米大島附近最大風速20米

うねり5 波 浪 6

1050LOTUS艇長関根久氏よりし'－－スの如何、同合せあ

るも現状では即決出来ず今夕の艇長会議迄待つのみ

1100第三管区海上保安本部小原係長より台風の直接影響はな

も､が午后より次第に風雨共に強まりつ』.あるので今后の状況によっ

ては。レースについて充分に且つ慎重される様要望があった“

’200横浜海上保安部尾高係長と連絡

相模湾も次第に風雨波浪共強く1150八丈、三宅。式根等に強風

波浪注意報が発令された皇又、式根附近に浮遊せるドラム罐を確認

のため派遣した巡視も確認困難の為、帰港するジ伊豆稲取附近沖の

最大風速はNE25米、波浪6、うねり5との事

1450帆走委昌会本部（油壷ヨツテル）にレースについての問

合せある為、山本委昌が直に油壷ヨツテルヘ詰める．

へ

へ

〃
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1700出艇申告受付を中止

1800各レース艇々長遂次集合出席をとるcAOLELE.

J.OVIALFIVEⅡ等は書類を以てし"－ス不参加の連絡あり、

1830各艇長協議の結果レース中I上を決定、帆走秀昌長これ

を宣言する。

●

1965年初島（時計廻）レース会計報告へ

1965．10．8

入金

申
遅

込
延

料
料

22隻 22，000

2，000

計 24，000

支出

艇長会議借室料

臨時電話架設料

信号紅炎

領収書用紙

印刷費（帆君旨示吉及略式チャート）

瀞信費

委昌交通費

季昌食費

500

5，640

4，200

55

2，500

60

5，450

4，593

＝竺

計18，978
－

（22隻に返金します） 差引残高￥5，022．00

．-一○
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19らら神子元島レース報告

神子元島 レース委員長大儀見薫

本年度公式レースの最後を飾る神子元島レースは出場艇が8、完走5，棄

権3となり、結果は別表の如､《である皇

〔レース経過〕
『

へ

初島し'‐-スが二度の台風のため流れてしまった後だったので、気象につ

、てはレース前から気掛りではあったが、幸'‘台風30号もスターi3日

前位には本洲東海上を北上して過ぎ去り．その後に張り出して来た高気圧

が本洲北部を東へ移動している状況でレースのスターiをむかえた、

スターー｝､の10月22B22500時には風はN～NNE7～8M位、見

通､_＝としてはこの北寄りの風が恐らくレース中吹<のではないかと思われ

た倉

j自手のスターートにトップで飛び出したのは毎レース健斗のl"くるしお』

であり，そのすぐ｡後に『rILDEiorAこ!LELEHI等がつづき、少

し後れて他の艇が-一団となって出て行った．『の墨ちやんjだけはキヤリ

ヤーーの貫録とでも云えるのか、’0分近く後れて航海灯を見せながらスタ

ー｜ラfj/に近づき、スター許して行った:_;腹がへっては戦はできぬ』

とあっては・腹‘そ､しらえに手問取つ筵後れたとのことてある．

神子元までの下りの．・スはほとんど真狽手になり、次第に強まる北東

の風の中を各艇とも。ほぼ直線コスに近L･コースを引げて走り。スターー

i2時間後には早くも伊豆東岸の灯りを確認できる快く‐スで飛ばした、

この中で｜-飛車角Iだけは真追手の帆走をきらって、交互にジヤイプし

ながら南下し、このため方向の錯覚を起し，風早崎の灯台(GP｡FI｡

5Csec)を門脇崎(F1,IOse陰）と誤認!ーて大島の西側寄りのコース

１

へ

屯
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を取ってしまい、誤りに気が附'叙､た時は強い北東流のため東へ上り切る

ことが出来ず、波浮に入港して棄権することになった“

神子元廻航はトソプが「シレナjで、夜明け前5時i5分頃には完全

に卵り切って神子元の南を通過して、る。スタート後71侍問。約50浬

を平均7ノツ］、と、‘う快ペースであり、他の艇も7時頃までには、途中

棄権して伊東に入港した！神洲」以外の艇は神子元を廻ってしまって、、

た

風は以前としてNE､しかも25日未明から早朝にかけては一時ZO77z

近く吹<という状況となり,強風下の上りの帰路が結局このレーースの勝

負所となった

このきびしい上りの帰路で「のぷちゃん」が棄権し・祁取糟に入港し

iAOLELmIjが一時避行のため下田に入港して、一順職|後に出直

してし－スを続行することになったが25日午後からは厨が次第に弱

まり、24日朝には無風に近い状況が続き、昼近《なってやっと南が吹

、’てくるという．／デイシヨンのため｡rAOLELEI_!はトソプ羅

に’6時閥以上後れてフイニンシユすることとなった…

上りの帰路は、神子元を1時間か1時間半付の仰かな開きで廻つた

｜シ'レナil-さがみ_!|くるしおjrT1LDEjの4卿の争い之なった

が、大きいタックで沖に出して大‘鳥寄りのコースを引いたIIlLDE_!

が強、北東流をつかんで23日午後6時過ぎには早くも城ケ烏沖に到達

するという早いぺ‐スで二番手の！〈たしお』に2時肝の差をつけて、

ダントンでフイニツンーユして優勝した』

！~くろし,おj"lさがみ､'giシLナ』はその順で8分、14分の僅

差でかたまってフイニシシユしたが‘結局早く伊豆東岸を離れた艇程有

利だったようで。連日の北寄りの風にもかかわらず往路I飛車角」をは

ばみ、帰路|-TIL｣DE」を助けたと見むれる北東流はかなり強く、これ

－11＝=。
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の影響を早く受けた艇ほど先に出ることができたのではないかと思はれ

る。とはいえ、強風の上りでの|~TILDE」の健斗は全く見事であった。

〔レースの特長、問題点等〕

1｡ブイ｡ニツシユライノ例年の城ケ島、居島の灯台を延長した線を今回

は、逗子湾口、鐙摺湾防波堤先端のポールと大lll奇の有料道路トンネル入

口を結ぶ線にしたこと．これは居島の灯台が根こそぎ台風にやられてし

まい、夜間フイニツシユが危険なため、トンネル入口はこれも夜間の確

認の侭利のためである。

2.ブイ三ツシユ後その日の中に航路図の提出を要求したこと。これは

鐙摺湾フイニツシユという条件も幸いしたのだが、航海の安全保証とい
鱗

う観点から、全体としてレース艇の航海術のレベルアップをうながすた

めに最近のし'一スでは毎回行なわれていることだが、レース後日置くと、

提出が難かしぐなるため当日提出を義務づけたのだが、棄権艇も含くめ、

今回は出場艇全部の航跡図が集まった。しかし、内容について云えば、

極めて不充分なものが多く、風早崎を誤認した「飛車角_｜を初めほとん

どの艇が盲目航海をしており、今後ともこの点については各艇長に注意

し、全体として大きく改善する必要がある．

5.レース中に入港した場合、棄権、一時避行のためのいかんを問わず、

電話”電報による確実な連絡がし－ス規則により義務づけられているこ

とが無視され、「AOLELEⅡ」の下田入港について正確な連絡が全

く無く、一艇だけ16時間以上も後れる中で、保安庁、新聞社等も騒ぎ

出す始末で、レー-ス委員としては全く往生させられたこと．これは全く

弁解の余地のないことであるが．歴戦の『AOLEIJEI.iがこのような

誤ちをおかしたことはレーース規則の徹底のための努力がなお必要だとい

へ

B

（

､
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うことを示している。

以上がレースの問題点と思われたポイントだが、いつもながら、海上保

安庁各位の御協力感謝したい。

1965神子元島レース成績表①

須込

着順ISAILNO!|BOATC)LASSITOFE｡T｡O｡T｡i順位

567TILDEAO斜02531，:19・i6:12斗221A－1
判

2155KUROSHIOAO61927:2332716357:185AF--3

3164SAGAM].－ⅡAO65527:31:2417:25:204A-4

4179S.IRENAA.060527:45:5716347:422.A-2

5|361AOJFIT,日一ⅡAO60341828:112530032Z5,A=5

SAILNO BOAT gLASSTOF EGiI二
r l m
u①」＝。

DNF302NOBUCHANAn604RETINATORI(10/2515:00)

DNF!316SHINSHUAO655RETITO(10/2504:00)

DNF,346mSHAKAKUBO5%RETHABU(10/2506:00)

神子元島レース収支 計 算 書興邑

？

1965jlO;24

■

参加申込料

会員参加料

非会昌参加料

合二卜

艇
名
名

２
８
７

１
２

￥12，000

￥14，000

￥ス000

収
入
の
部

￥ろ5，000

‐15－



宿泊費食費

旅 費

印刷費

諸雑費

15，158

3，500

1，400

‐3，000

25，058

9962

支
出
の
部

9

合 計

差引残額 へ

賞盃代金を含まず

小網代カツブレース報告書

小網代カツプレース委昌長今井金次

1965年棹尾を飾る第3回小網代カツプレーーズは11月20．2寸両日予

定通り小網代～大島～小網代のコースで挙行された。レースは参加艇

13艇のうち7艇棄権、完走6艇は約2時間余りのあいだに全艇フイニツ

シユと云う熱戦で終始したが、参加艇の状況報告に依る怒過は次の通りで

ある。

20日一'0．00スタ・‐ト直后2艇団となった参加艇は何れも風早崎東方海

面を目指しゞタックの連続で各艇互に交叉を繰返して20日の日没前后に

は大島の北東沖に到達した。

其の后各艇は暗黒の大島東海岸を次第に吹き募る南西風と三原山の吹き下

ろしを御して龍王崎を目指したが此の頃の海面は吹き続いた南西風の為波

長が大きく又表面流が強くなって各賑とも切り上りに大分苦労した様であ

る。

17｡CO～19｡00の間、千島沖1,002弓リ.バールの低気圧から南西に本

州南岸沿'・に延びる弱'‘､寒冷前線が秒速20米の風と小雨を伴ってレーース

海面を通過した。然しオホーツク海にある99oごリー,<－－ルの低気圧から南

へ

号
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9

西に朝鮮に延びる前線があり南からの吹き込みがある為風向に大きな変化

なくレース海面には依然南西が強く吹き続いた。

19．00龍王崎を目前にして、さがみⅡ、飛車角、サーモンIはトラブルの

為棄権を決定し-・オリンパスⅡも又艇昌の疲労限界に達したのを知って棄

権して循を北に向けた。

22．00前后龍王崎をかわしたシレナーモサmかまくら、どんがめⅦチル

デくるしおの6艇は龍王崎吹き出しの西風と強、､表面流更に加えて下げ潮

に悩まされ乍らもタックの繰返しで一寸きざみの詰めを行なった。そして、

ついにシレナが龍王崎180･の線を越したのは2130頃であったと想わ

れる望

23。00龍王崎90･の位置にあったジユーンプライト．は艇昌疲労の為棄

権、反転し屯葉山にゴースを採った伊豆東海岸と大島の間の吹き抜けをコ

ースとする帰路は夜間強風の為スピンワーークを行った艇はなく追手にのっ

て各艇一路小網代を目指した。

フイニツシユは21日05｡46シレナの完全優勝をトップに約2時間余りの

間に完走艇全艇が入る白熱戦で無事レースを終了した。

今回のし…‐ス緤過中特に暗夜の龍王崎近辺で参加艇の安全を確認し警戒さ

れた巡視船すみだの御厚意に感謝して経過の大要を終り以下にレース本部

記録抜粋する。

小網代カツブレース本部記録抜粋

11月20日08．00

08．45

し'－ス出艇申告書受付く於油壷）出走艇13艇

第三管区海上保安本部よりI巡視船すみだは本日

大島近海及び新島方面警戒の為下'千1を出航する.j

との通報を受ける。

－15－



10．00スタート南西4～5米の風、晴、うねり

スタートライン（網代崎先端と亀城礁灯柱を結ぶ

線上でマークボート、ケロニヤの東側）にあるケ

ロニヤから判定した順位はくるしお、コンテツサ

Ⅱ、潮風11，かまくら，チルデ、飛車角、シレナ、

モサ、、サーモンⅡ。さがみⅡ、オリンパスⅡ、

どんがめⅦ、ジユーンプライド。

スタート直后チルデ、シレナ、くるしおの三艇が

コー‐スを南にとり他艇は一団となって西に向う。

:0．14レー‐ス繰過について横須賀海上保安部と連絡。｜‐

巡視船すみだはレー‐ス海面をパトロール:＝てレー

ス艇の安全を確認した上で新島方面に向う予定と

の連絡を受ける。

11．45潮風Ⅲ舵不調の為棄権して油壺入港の電話連絡あ

り‐

15‐50城ケ島より東海大学細川委員他1名帰る

報告事項一、4．00現在風早崎方向に大型ヨーール

1艇スルーープ大、小毒各1艇のセ‐ルを望見する

との事。各艇南西の上に苦労している様子が偲ぱ

18．45

20－10

れる。

油壺より入電.コンテツサW16｡00棄権決定

18．00油壼入港

下田海上保安部と連絡巡視船すみだの状況聴取。

「夜間中すみだがレース海面の異常の有無を驍視

をして居る」

i-し－ス艇には現在異常はない』との事

・－－16一一

公
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23．40さがみI[飯島艇長、飛車角周東艇長名和幸夫氏、サーモンⅡ飯島

征四郎氏棄権して小網代に入港した旨報告の為本部に来る○

さがみⅡストームヂブヒ、トラブルの為19．00棄権決定

飛車角電気系統のトラブルに依り航海灯消"のおそれある為

19．00棄権決定

サーモンⅡジプシート、トラブルの為19○00棄権決定

大島東側で風は南西17．00～19．00間寒冷前線通過の際で秒

速20米を越したと思われる猶三原山の吹き下し強し、

し,一ス続行中の賑は24．00には龍王を廻るであみうとの情報を

受ける。

21日

0，．0Oオリンパスn蕊今羅鳫から塞 権 の 蕾 託 彌 終 か 雲 ﾙ キ ス01．0OオリンパスⅡ落合艇長から棄権の電話連絡を受ける。

艇昌の疲労激しく19．10龍王崎東方で棄権決定21．50三崎入

港。

01．55レース本部湾口分室のワツチ開始、小網代湾口フイニツシユに備

える。

05．46130N179シレナフアーースサフォームでフイニシユ

06｡06110nモサⅢフイニツシユ

06．50$200かまくらフイニツシユ

07｡22.00UどんがめⅦフイニツシユ

07．15ジユーーンプライド松延艇長棄権報告の為本部に来る。

風波強く艇昌の疲労激しい為23。00龍王崎90°に於て棄権決

定04．50油壺入港の報告を受ける。

07｡511.20wチルデフイニツシユ

08｡02i｡00Uく冷しをフイニツシユ

08．’0海上保安部にレースの終了を報告する。

－17－



第s回小網代カツブレース成績表
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１
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ﾛ霞時間 修正時間着順 到着時TOF艇長艇名

会

へ

７
一

フェニックス号広島より油壷へ廻航

へ

フェニックス号（レイノールズ博士）は12月10日広島を出航、油壺

へ廻航12月24日頃到着の予定です。博士は東京に2～3年滞在の予

定でNORoに入会いたします。廻航には細川保弘会員（東海大学）他

二名が広島より乗組ます。

命

『
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須 邑

Q

へ

●

小 網代カツブレース会計報告

NORC小細代フリーート

収入

レース申込料及出艇料

収入計

49000

49000

支出

チ ヤー‐卜1枚400

フイルム180

電地1 590

謝礼（油壼ポートサービス、瀞1銀行)IM)3,850

ガ ソリ〆1500

丸八旅館20．740

電話 （ 鍔 料 悶 式 八 礎創吏用料）3，640

レース季昌交瓶賓、19日夜食費（12人）9600

参加賞（スポーーツタオル）14，720

賞 盃銀製カップ 3ケ21000

〃 フアス1､ホーーム賞2070

支出計

差 引 不 足 額

(註特設電話涌話料は不明の為計上しません）

－19－－－
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NORC関東支部懇親会報告

12月4日1500より船舶クラブに於て開催参加者62名にて盛会で

あった。

開会の辞

会長挨拶

1関谷会長勲二等瑞宝章叙勲祝賀記念品贈呈

2MOSSA－Ⅲの善行表彰（艇には善行章、乗組員には表彰状を贈

った）

守谷克巳、吉田義明、小泉信一、荒井日出男、鳥飼俊宏

3，レーース入賞表彰

神戸横浜交歓ヨツトレーース優勝MosSAm

神子元島レース優勝TILDESIRENA③くるしお

小網代カップレーース優勝SIRENA@MOSSAz-Ⅲ⑥かまくら

4 チタ2世帰国報告曾我二郎氏

無線 電話（電波割当）の交渉経過報告横山晃氏

南米諸国（ブラヂル。アルゼンチン）のヨツトクラプを歴訪して栗田潔氏

鼠‘1年度事業計画(主としてﾚー ｽー)について④

ザ
F

f

f

f
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１
１
Ｉ ’月

月
月
月
月
月

０
１
２

７
８
９
１
１
１

鳥羽パールレース(JoG)

熱海ランデブー

月
月
月
月
月
月

１
２
３
４
５
６

へ

総会

安全検査

初島レー･ス(J0G以上）

驚膠二曼暁鋤I？

I
初島レーース(JOG以上）
神子元島レース(CLASSⅣ以上）

小網代カツプレース(JoG以上）

懇親会

I

初島レース(JOG以上）

o湾内ポイントレース

理事、常任委員任期満了に付選衡委員会にて人選総会に提出

チタH世のスライドを上映した。

６
１
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